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保
険
業
法
の
再
改
正
法
案
が
成
立
し
、
自
主
共
済
存

続
と
保
険
医
休
業
保
障
の
募
集
再
開
に
向
け
た
活
動

が
開
始
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
自
主
共
済
の
適
用
除
外
と
休
保
再
開
に

向
け
て
尽
力
す
る
と
共
に
、
保
険
医
の
生
活
を
守
る

共
済
制
度
の
更
な
る
普
及
に
努
め
る
。

（
２
）
人
権
を
無
視
し
た
指
導
・
監

査
の
強
化
に
反
対
す
る
活
動

　

指
導
・
監
査
業
務
が
社
会
保
険
事
務
局
か
ら
地
方

厚
生
局
に
移
管
さ
れ
て
以
降
、
指
導
・
監
査
の
強
化

が
顕
著
で
あ
る
。
小
泉
構
造
改
革
で
打
ち
出
さ
れ
た

指
導
・
監
査
件
数
の
目
標
が
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま

れ
、
対
象
患
者
リ
ス
ト
の
前
日
通
知
や
持
参
物
の
大

幅
な
増
加
、
指
導
時
間
の
延
長
、
改
善
報
告
書
の
提

出
な
ど
が
実
行
さ
れ
て
き
た
。
昨
年
か
ら
は
、
新
規

個
別
指
導
で
も
再
指
導
、
自
主
返
還
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
人
権
無
視
の
指
導
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
協
会
や
保
団
連
の
運
動
に
よ
っ
て
、

「
対
象
患
者
リ
ス
ト
」
の
送
付
日
改
善
や
弁
護
士
帯

同
な
ど
で
一
定
の
前
進
を
生
み
出
し
て
き
た
が
、
厚

労
省
の
審
査
支
払
機
関
改
革
論
議
な
ど
、
今
後
、
い

っ
そ
う
指
導
・
監
査
の
強
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　

指
導
か
ら
会
員
を
守
り
、
会
員
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
指
導
相
談
室
を
設
け
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
指
導
対
策
を
強
め
る
。

　

保
険
医
の
権
利
と
地
域
医
療
を
守
る
た
め
行
政
手

続
法
を
遵
守
さ
せ
、
不
当
・
不
法
な
人
権
無
視
の
指

導
・
監
査
に
は
反
対
す
る
。
指
導
・
監
査
の
場
で
の

録
音
、
弁
護
士
帯
同
の
必
要
性
を
会
員
に
知
ら
せ
て

い
く
。
対
象
患
者
リ
ス
ト
を
少
な
く
と
も
２
週
間
前

に
通
知
す
る
こ
と
や
指
導
日
程
の
変
更
、
持
参
物
の

削
減
な
ど
、
指
導
の
改
善
を
求
め
る
。

（
３
）
医
業
税
制
の
改
悪
・
消
費
税

増
税
と
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革

に
反
対
す
る
活
動

　

社
会
保
険
診
療
報
酬
に
係
る
事
業
税
の
非
課
税
措

置
や
租
税
特
別
措
置
法
26
条（
４
段
階
税
制
）は
、
協

会
や
保
団
連
な
ど
の
運
動
に
よ
り
「
２
０
１
１
年
度

は
存
続
」と
さ
れ
た
。日
本
歯
科
医
師
会
の
試
算
に
よ

れ
ば
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
に
係
る
事
業
税
の
非
課

税
措
置
や
租
税
特
別
措
置
法
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
１

歯
科
医
院
あ
た
り
１
３
９
万
円
も
の
増
税
と
な
る
。

　

事
業
税
の
非
課
税
措
置
や
租
税
特
別
措
置
法
26
条

の
存
続
を
引
き
続
き
求
め
る
。

　

国
民
の
申
告
納
税
制
度
を
ゆ
が
め
る
２
０
１
１
年

度
「
税
制
改
正
大
綱
」
に
も
と
づ
く
税
制
「
改
正
」

法
案
に
強
く
反
対
す
る
。

　

医
療
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
必
需
品
に
は
消
費
税

の
ゼ
ロ
税
率
を
求
め
る
と
と
も
に
、
消
費
税
増
税
と

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
は
断
固
反
対
し
て
い

く
。
東
日
本
大
震
災
の
復
興
と
称
し
て
「
震
災
復
興

税
」（
消
費
税
）
を
導
入
す
る
危
険
な
動
き
が
あ
る

が
、
こ
れ
に
も
強
く
反
対
す
る
。

　

歯
科
医
療
・
社
会
保
障
制
度
の
充
実
を
図
る
た
め

に
は
、
所
得
再
分
配
機
能
を
充
実
さ
せ
、
消
費
の
拡

大
に
よ
る
税
収
増
が
不
可
欠
で
あ
る
。
社
会
保
障
や

震
災
復
興
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
財
源
は
、
①
２
４

０
兆
円
あ
ま
り
に
膨
れ
上
が
っ
た
大
企
業
の
内
部
留

保
金
の
一
部
を
、
正
規
雇
用
の
拡
大
や
震
災
復
興
に

つ
な
が
る
よ
う
税
制
措
置
を
講
じ
る
②
所
得
税
に
お

け
る
最
高
税
率
を
60
％
に
引
き
上
げ
る
③
株
式
譲
渡

所
得
等
の
不
労
所
得
を
総
合
課
税
化
す
る―

な
ど
に

求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
患
者
・
国
民
に
広

く
訴
え
て
い
く
。

（
４
）
海
外
の
歯
科
技
工
物
輸
入
に

反
対
し
、
国
内
技
工
を
守
る
活
動

　

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
る
と
輸
入
さ
れ
た
中
国
製
義

歯
か
ら
発
が
ん
性
物
質
が
検
出
さ
れ
、
技
工
士
資
格

の
な
い
者
が
作
成
し
て
い
る
な
ど
、
そ
の
安
全
性
や

品
質
が
問
わ
れ
て
い
る
。
歯
科
技
工
物
は
、
口
腔
内

で
長
期
間
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
品
質
が
悪
け
れ

ば
、
重
大
な
健
康
被
害
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
し

か
し
厚
労
省
は
補
綴
物
を
薬
事
法
の
対
象
と
せ
ず
、

輸
入
さ
れ
た
歯
科
技
工
物
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、

輸
入
し
た
歯
科
医
師
の
全
責
任
と
し
て
国
の
責
任
を

放
棄
し
て
い
る
。

　

一
方
、
国
内
の
歯
科
技
工
所
の
経
営
は
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
歯
科
技
工
士
の
低
賃

金
、
長
時
間
、
過
密
労
働
と
い
う
労
働
環
境
の
た

め
、
技
工
士
学
校
の
定
員
割
れ
や
25
歳
未
満
で
の
離

職
率
が
79
・
０
％
と
非
常
に
高
く
、
深
刻
な
後
継
者

不
足
を
招
い
て
い
る
。
中
国
な
ど
か
ら
安
価
な
海
外

歯
科
技
工
物
の
流
入
は
、
歯
科
技
工
士
の
窮
状
に
拍

車
を
か
け
、
国
内
技
工
と
歯
科
医
療
の
崩
壊
を
招
く

こ
と
に
な
る
。

　

歯
科
技
工
は
、
歯
科
治
療
に
お
け
る
も
っ
と
も
大

切
な
分
野
の
一
つ
で
あ
り
、
国
内
技
工
を
守
る
と
と

も
に
、発
展
さ
せ
る
た
め
力
を
尽
く
す
。国
民
に
安
心

・
安
全
な
歯
科
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
海
外
歯

科
技
工
物
の
輸
入
に
対
す
る
国
の
責
任
を
放
棄
し
て

い
る
厚
労
省
課
長
通
知
（
医
政
歯
発
第
０
９
０
８
０

０
１
）
の
撤
回
や
国
内
で
歯
科
医
療
を
完
結
す
る
体

制
の
確
立
等
を
求
め
た
海
外
歯
科
技
工
物
の
輸
入
禁

止
を
求
め
る
意
見
書
を
採
択
す
る
よ
う
自
治
体
に
働

き
か
け
る
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
２
月
に
出
さ
れ
た

「
海
外
技
工
訴
訟
」最
高
裁
判
決
に
強
く
抗
議
す
る
。

（
５
）
国
民
の
口
腔
内
を
健
康
に
保

つ
た
め
、
歯
科
衛
生
士
の
活
躍
の

場
を
増
や
す
活
動

　

成
人
の
８
割
が
歯
周
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
誤
嚥
性
肺
炎
が
震
災
関
連

死
や
高
齢
者
の
大
き
な
死
亡
原
因
と
な
っ
て
い
る
現

状
か
ら
、
国
民
の
健
康
に
と
っ
て
口
腔
ケ
ア
の
重
要

性
は
、
ま
す
ま
す
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
状
況
か
ら
も
歯
科
医
療
に
お
い
て
口
腔
ケ
ア
を

専
門
に
実
施
す
る
歯
科
衛
生
士
の
役
割
は
大
き
い
。

歯
科
衛
生
士
の
業
務
独
占
を
守
り
、
さ
ら
に
歯
科
衛

生
士
が
専
門
性
を
発
揮
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
歯
科

（
１
）
住
民
と
の
協
力
共
同
を
広
げ

る
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大

阪
連
絡
会
」
の
発
展
を
め
ざ
す

３
、
国
民
と
の
協
力
共
同

を
広
げ
る
取
り
組
み

　

昨
年
５
月
29
日
、
住
民
と
と
も
に
歯
科
医
療
に
つ

い
て
学
び
、
制
度
の
改
善
を
目
指
す
「
保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」
が
発
足
し
た
。
連
絡
会

は
結
成
後
、
地
域
で
の
歯
の
健
康
教
室
や
高
齢
者
集

会
で
の
講
演
、
市
民
向
け
企
画
、
イ
レ
バ
（
10
・

８
）
デ
ー
・
イ
イ
ハ
（
11
・
８
）
デ
ー
に
ち
な
ん
だ

街
頭
宣
伝
な
ど
、
多
彩
な
取
り
組
み
を
行
い
、
高
齢

者
団
体
や
市
民
団
体
、
保
育
関
係
団
体
な
ど
の
団
体

に
加
え
、
設
立
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
（
39
団
体
８

個
人
）
も
参
加
し
て
い
る
。

　

歯
科
医
療
技
術
の
保
険
導
入
や
窓
口
負
担
の
引
き

下
げ
や
低
診
療
報
酬
の
改
善
な
ど
の
歯
科
医
療
の
改

善
の
実
現
は
、
多
く
の
国
民
の
声
が
必
要
で
あ
る
。

連
絡
会
は
、
歯
科
医
療
へ
の
住
民
の
理
解
を
広
げ
、

共
に
歯
科
医
療
改
善
を
求
め
る
仲
間
を
つ
く
る
活
動

で
あ
る
。

　

協
会
は
、
今
年
40
周
年
を
迎
え
る
。
記
念
に
ふ
さ

わ
し
い
年
と
な
る
よ
う
住
民
と
の
つ
な
が
り
の
分
野

で
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
、「
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
を
」
の
運
動
を
積
極
的
に
進
め
る
。
大
阪
連
絡

会
へ
の
賛
同
団
体
や
賛
同
者
を
増
や
す
取
り
組
み
を

強
化
し
、「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
全
国
連
絡

会
」
と
の
連
携
を
強
め
る
。

　

協
会
が
創
立
40
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
「
保
険

で
よ
い
歯
科
を
大
阪
連
絡
会
」
の
総
会
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

（
２
）
友
諠
・
共
闘
団
体
な
ど
、
各

種
団
体
と
の
共
同
を
強
め
、
医
療

社
会
保
障
を
改
善
す
る
活
動

　

保
険
業
法
再
改
定
法
案
を
成
立
さ
せ
た
自
主
共
済

の
取
り
組
み
や
子
ど
も
の
無
保
険
解
消
を
実
現
し
た

運
動
、
各
自
治
体
で
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
を
求
め
る
運
動
や
反
核
・
平
和
運
動
な
ど
、
大

阪
社
会
保
障
推
進
協
議
会
や
地
域
の
社
保
協
、
他
の

（
３
）
社
会
保
障
と
し
て
の
医
療
の

確
立
を
め
ざ
し
、
保
団
連
、
大
阪

府
保
険
医
協
会
、
大
阪
府
保
険
医

協
同
組
合
と
の
協
力
・
共
同
を
強

め
る

４
、
マ
ス
コ
ミ
活
用
と
働

き
か
け

　

協
会
は
、
医
科
協
会
と
と
も
に
テ
レ
ビ
番
組
『
医

療
ど
ぉ
〜
ナ
ル
』
の
作
成
・
放
映
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ

を
使
っ
た
新
し
い
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
き
た
。
番

組
放
送
後
に
は
、
視
聴
者
か
ら
反
響
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　

今
後
も
歯
科
医
療
の
大
切
さ
や
抱
え
て
い
る
問
題

を
広
く
国
民
に
知
ら
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と

も
に
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
の
活
用
や

働
き
か
け
を
強
め
る
。

（
１
）
専
門
家
を
交
え
た
相
談
活
動

５
、
役
立
つ
協
会
を
つ
く

る
活
動

　

雇
用
管
理
、
税
務
調
査
、
申
告
相
談
、
レ
セ
プ
ト

請
求
上
の
疑
問
、
個
別
指
導
な
ど
、
日
常
的
に
寄
せ

ら
れ
る
会
員
か
ら
の
悩
み
に
対
し
、
協
会
役
員
・
事

務
局
と
税
理
士
や
社
労
士
、
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家

を
交
え
た
相
談
体
制
を
組
み
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
も
個
別
指
導
の
強
化
や
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
の
増

加
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
相
談
活
動
を
充

実
・
強
化
す
る
。

（
２
）
日
常
臨
床
か
ら
雇
用
管
理
ま

で
、
明
日
か
ら
役
立
つ
講
習
会
の

開
催

　

歯
科
医
療
の
技
術
や
理
論
、
制
度
変
更
な
ど
、
歯

2009年６月から2011年３月までの
放送月と放送内容　　　　　　　

2009年６月 「守りたい！子どもの健康」

2009年８月 「どぉ～ナル？日本の歯科医療」

2010年５月 「受診格差－痛くても歯医者に行けな
い」

2010年７月 「個人情報が危ない！医療から漏れるあ
なたのすべて」

2010年９月 「自宅で受ける歯科診療～歯科訪問診療
を知る～」

2010年11月 「歯の健康を守りたい！～保険で良い歯
科医療の実現～」

2011年３月 「医療から見える貧困シリーズ③子ども
の虐待」

ＴＶ番組「医療どぉ～ナル」の撮影風景

《
14
面
に
つ
づ
く
》

《
12
面
か
ら
つ
づ
く
》

訪
問
診
療
な
ど
歯
科
医
療
制
度
の
見
直
し
や
地
域
の

公
衆
衛
生
の
向
上
を
求
め
て
地
方
自
治
体
に
働
き
か

け
を
強
め
る
。

友
諠
・
共
闘
団
体
と
連
携
し
た
大
運
動
で
大
き
な
前

進
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
。

　

引
き
続
き
社
保
協
や
友
諠
・
共
闘
団
体
と
の
連
携

を
強
め
、
社
会
保
障
改
善
運
動
、
平
和
と
民
主
主
義

を
守
る
運
動
に
取
り
組
む
。


